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　バーベキューを切り口に、農林水産業振興、産業振興、地域振興、閑散期の観光誘客等を目的としている。バーベキューの聖地化、当地域が目的地となる観光誘客について、様々なアプローチで取り組みが出来ている。

①　取組状況

○　目標の達成に資するのための取組が行われたか。

（評価理由及び助言等のコメント）
　計画期間の３年間は新型コロナウイルス感染症と向き合いながらの事業進捗となったが、概ね順調であった。
　ワークショップ方式を取り入れて商品開発を行い、令和４年度は8商品の開発を行っている。また、世界的なバーベキューコンテストを
西土佐地域で開催するため、SCAのステーキコンテスト等を3年連続で開催した実績や地元の小学校でのバーベキュー講演会の実施
は地域にバーベキュー文化を根付かせる取り組みであった。
　その他、わざわざ来て体験いただく商品づくりについては、整備した２箇所のバーベキューサイトで首都圏等からモニターを招へい
し、モニターツアーを実施し、様々な意見やアドバイスをいただき今後に活かすことができている。さらには、各種宣伝素材の作製にも
取組み、効果を上げている。

評　　価
（該当に○）

②　事業実績

○　事業実施計画の目標は達成できているか。
（評価理由及び助言等のコメント）
　目標（ＫＰＩ）については、【道の駅での直販所に係る雇用に関する指標】【バーベキュー商品を含む商品開発数(ブラッシュアップ含
む)】【新商品(ブラッシュアップ含む)の販売額に関する指標】の３つ。新商品の販売額は66％の達成率、その他は100％の達成率で
あった。新商品販売額については新型コロナウイルスの影響や令和４年度に開発した商品が一部販売に至っていないことが要因とし
て考えられる。しかしながら、プロジェクト会員を含む地域の方々が、日本バーベキュー協会主催の初級インストラクター検定を受講し
自らのスキルアップを行うとともに、世界大会に繋がる国際ステーキコンテストの国内予選で地元西土佐からBBQの日本代表が誕生
したことで、地域内でも大きな盛り上がりが生まれ、機運が高まっている。

評　　価
（該当に○）

③　実施体制

○　事業実施主体の取組体制は十分に機能したか。
（評価理由及び助言等のコメント）
　西土佐地域の事業者のまとまりの良さ、行動力で当プロジェクトが推進されており、非常にうまく機能している。また、日本バーベ
キュー協会はじめ外部の７団体にアドバイザーとして関わっていただいており、その体制についても大いに評価できる。

評　　価
（該当に○）

④　その他

○　取組の実施状況や目標の達成に必要な取組が十分に行われたか。
　　　（①から④までを踏まえた総合的な評価）

（評価理由及び助言等のコメント）
　令和４年度においても新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中、取組状況、事業実績、実施体制とも高い水準で取り組み
が出来ている。
　地域にもバーベキュー文化が浸透しており、地域振興にも繋がっている。この３年間の取組をさらにブラッシュアップし、更なる地域
活性を期待している。評　　価

（該当に○）

（任意評価様式第１号）

農山漁村振興交付金（山村活性化対策）　評価シート

１．事業実施主体(評価者) 事業開始年度 事業実施期間（令和４年度）

２．取組振興山村名 令和２年度 令和４年６月10日～令和５年３月31日

３．事業費（うち国費） 10,021,774円（10,000,000円）

４．第三者氏名

５．事業評価

総合評価


